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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金融機関の店舗に設置されて顧客の操作により取引を行う自動取引装置と、当金融機関
に口座を有する顧客の暗証番号を、口座を特定する識別子に関連づけて記憶する記憶手段
を備え、顧客口座を管理する上位装置とを有する自動取引システムにおいて、
　顧客の来店情報を登録する登録機を前記上位装置と直接通信可能に前記店舗に設け、
　前記登録機は、顧客に取引媒体を挿入させることでその取引媒体から識別子を読取り、
暗証番号を入力させて、その暗証番号と読取った識別子とを前記上位装置に送信し、
　前記上位装置は、受信した識別子をもとに前記記憶手段から暗証番号を読み出し、その
暗証番号と受信した暗証番号とを比較して、両暗証番号の一致を確認したときに前記識別
子を来店情報として前記記憶手段に記憶しておき、他の上位装置から取引の依頼と共に受
信した識別子を前記記憶手段に記憶した来店情報と比較し、一致する識別子を確認したと
きに当該取引に係る手数料を返還することを特徴とする自動取引システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の自動取引システムにおいて、
　前記上位装置は、他の上位装置から取引の依頼と識別子を受信した際、その識別子と記
憶した来店情報とを比較することを特徴とする自動取引システム。
【請求項３】
　請求項１に記載の自動取引システムにおいて、
　前記上位装置は、前記来店情報と、他の上位装置から受信した識別子とを前記記憶手段
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に蓄積して記憶しておき、所定の時間ごとに記憶した来店情報と識別子とを比較すること
を特徴とする自動取引システム。
【請求項４】
　請求項１から請求項３に記載の自動取引システムにおいて、
　前記上位装置は、顧客ごとの手数料を入金した回数を計数して記憶しておき、前記来店
情報と前記識別子との比較から一致する識別子を確認した際に、前記計数した回数が閾値
未満であるときには手数料を返還することを特徴とする自動取引システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、金融機関などで利用される自動取引システムにおいて、特に店舗側の障害で
取引を行えなかった顧客に対し、他の金融機関で取引を行ってもそのときに掛かる手数料
を返還する自動取引システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の自動取引システムは、顧客が口座を開設した金融機関の自動取引装置で取引処理
中に障害が発生して処理を中止した場合に、障害からの復旧するまでに必要な時間を表示
すると共に、自動取引装置の復旧まで待機できず別の店舗に移動して自動取引装置を利用
することを希望する顧客に対応できるように、現在の店舗から所定の範囲内に存在する同
一の金融機関（自行という。）の別店舗や、他の金融機関（他行という。）の店舗の位置
を示す地図を表示している（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開平０５－６７１３１号公報（段落「０００９」、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上述した従来の技術においては、表示した地図に示された他行の自動取
引装置で顧客が取引を行った場合は手数料が掛かってしまい、顧客としては手数料が掛か
らない自行の店舗を利用するようになるが、周辺に他行の店舗しかないような場合には、
自動取引装置の復旧を待てずに別の店舗の自動取引装置を利用しようとする顧客にとって
は手数料を支払って取引を行わなくてはならなくなるという問題がある。
【０００４】
　本発明は、上記の問題点を解決するための手段を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記課題を解決するために、金融機関の店舗に設置されて顧客の操作により
取引を行う自動取引装置と、当金融機関に口座を有する顧客の暗証番号を、口座を特定す
る識別子に関連づけて記憶する記憶手段を備え、顧客口座を管理する上位装置とを有する
自動取引システムにおいて、顧客の来店情報を登録する登録機を前記上位装置と直接通信
可能に前記店舗に設け、前記登録機は、顧客に取引媒体を挿入させることでその取引媒体
から識別子を読取り、暗証番号を入力させて、その暗証番号と読取った識別子とを前記上
位装置に送信し、前記上位装置は、受信した識別子をもとに前記記憶手段から暗証番号を
読み出し、その暗証番号と受信した暗証番号とを比較して、両暗証番号の一致を確認した
ときに前記識別子を来店情報として前記記憶手段に記憶しておき、他の上位装置から取引
の依頼と共に受信した識別子を前記記憶手段に記憶した来店情報と比較し、一致する識別
子を確認したときに当該取引に係る手数料を返還することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　これにより、本発明は、来店したにもかかわらず自動取引装置の故障等で来店した店舗
で取引を行えなかった顧客としては、登録機を操作して来店情報を記憶しておくことで他
の金融機関で取引を行ってもその時に掛かる手数料が返還されるので、結果として手数料
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無しに取引が行うこととなり、顧客サービスが向上するという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下に、図面を参照して本発明による自動取引システムの実施例について説明する。
【実施例１】
【０００８】
　図１は自動取引システムの構成を示すブロック図である。
　図１において、本発明の自動取引システムは、金融機関の店舗に設置されて顧客の操作
によって入金取引や出金取引等の各種取引処理を行う現金自動預払機（自動取引装置）１
と、来店情報登録機（登録機）１０と、金融機関のセンタに設置されて顧客の口座情報を
管理するホストコンピュータ２０等で構成されており、現金自動預払機１および来店情報
登録機１０は、専用回線やインターネット回線等の通信回線２２を介してホストコンピュ
ータ２０と通信可能に接続している。
【０００９】
　２は現金自動預払機１の自動機制御部であり、自動機記憶部３に格納された各種取引処
理のための制御プログラムに従って各部の動作を制御する機能を有する。
　３は自動機記憶部であり、各種取引処理のための制御プログラムを格納する他、自動機
制御部２による処理結果等を記憶する。
　４は自動機表示入力部であり、ＬＣＤやＣＲＴ等の表示部と、この表示部上に配置され
たタッチパネル等の入力部によって構成され、表示部に顧客の操作を誘導するメッセージ
を配した画面や各種の入力キーを表示し、その入力キーをタッチパネル上から指で押下す
ることにより、入力キーに定義された情報を入力できるものとなっていて、表示部は入力
された情報の表示等も行うようになっている。
【００１０】
　５は自動機カード取扱部であり、顧客の取引カードの磁気ストライプに対してカード情
報の読取及び書き込みを行う機能を有する。
　６は現金入出金部であり、取引に伴う現金の入出金処理を行うもので、紙幣を扱う紙幣
入出金機と硬貨を扱う硬貨入出金機により構成される。
　ここで、図２は来店情報登録機の外観を示す斜視図である。
【００１１】
　図１、図２において、１２は表示操作部で、来店情報登録機１０の前面に配された接客
面に設けられており、ＬＣＤやＣＲＴ等の表示部と、この表示部上に配置されたタッチパ
ネル等の操作部によって構成され、表示部に顧客の操作を誘導するメッセージを配した画
面や各種の入力キーを表示し、その入力キーをタッチパネル上から指で押下することによ
り、入力キーに定義された情報を入力できるものとなっていて、表示部は入力された情報
の表示等も行うようになっている。
【００１２】
　１３は、カード取扱部であり、接客面に設けられて、カード挿入排出口１３ａに挿入さ
れた顧客の取引カードの磁気ストライプに対してカード情報の読取及び書き込みを行う機
能を有する。
　１４は通帳取扱部であり、接客面に設けられて、通帳挿入排出口１４ａに挿入された顧
客の通帳の磁気ストライプに記録されている通帳情報を読書きすると共に、取引内容等を
顧客の通帳に記帳する機能を有している。
【００１３】
　１５は確認票発行部であり、接客面に設けられて、自行の現金自動預払機１を利用でき
ない状況で他行の現金自動預払機１を利用して手数料無しで取引を行うための登録処理が
済んだことを示す登録確認票を印刷し、確認票排出口１５ａから排出する。
　１６は登録機制御部であり、登録機記憶部１７に格納された登録確認票発行のための制
御プログラムに従って各部の動作を制御する機能を有する。
【００１４】
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　１７は登録機記憶部であり、登録確認票発行のための制御プログラムを格納する他、そ
の来店情報登録機１０が設置されている店舗を特定する店舗コードや登録機制御部１６に
よる処理結果等を記憶する。
　なお、上記のホストコンピュータ２０は、図示しない通信回線を介して他行のホストコ
ンピュータと通信可能に接続して、情報の授受を行う機能を有する。また登録確認票を発
行した顧客の情報を記憶する来店情報データベース２１を有する。
【００１５】
　上述した構成の作用について、図３に示す登録確認票を発行するまでの動作を示すフロ
ーチャートを用い、Ｓで示すステップに従って説明する。
　本実施例においては、顧客が自行の現金自動預払機１で出金取引を行おうとしたが、現
金自動預払機１に障害が発生していたものとする。
　ここで、現金自動預払機１の自動機制御部２は、自動機表示入力部４に来店情報登録機
１０で来店情報を登録することで、他行で取引を行ってもそのときに掛かる手数料は免除
する旨の画面を表示する。
【００１６】
　顧客は現金自動預払機１の表示画面に従って、同一店舗内に設置された来店情報登録機
１０の方に移動する。
　Ｓ１、登録機制御部１６は、表示操作部１２に取引カードの挿入を促す文言等を配した
カード挿入画面を表示して待機している。
　顧客は表示操作部１２に表示されたカード挿入画面に従って所有する取引カードをカー
ド挿入排出口１３ａに挿入する。
【００１７】
　Ｓ２、登録機制御部１６は、カード取扱部１３によって挿入された取引カードから読取
ったカード情報から口座番号を抽出し、その口座番号を登録機記憶部１７に記憶し、表示
操作部１２に暗証番号の入力を促す旨の文言や暗証番号の入力欄、テンキー等を配した暗
証番号入力画面を表示する。
　顧客は表示された暗証番号入力画面に従って暗証番号を入力する。
【００１８】
　Ｓ３、登録機制御部１６は、入力された暗証番号を登録機記憶部１７に記憶し、図示し
ない時計機能によって現在時刻を操作時刻として認識し、さらに登録機記憶部１７に記憶
した店舗コードと、記憶した口座番号と暗証番号とを読み出し、認識した操作時刻と読み
出した店舗コード、口座番号、暗証番号を付した来店登録依頼を通信回線２２を介してホ
ストコンピュータ２０に送信する。
【００１９】
　Ｓ４、ホストコンピュータ２０は、受信した来店登録依頼の口座番号をもとに、格納し
ている口座情報を検索し、当該口座情報に含まれている予め顧客が登録した登録暗証番号
を読み出してその登録暗証番号と受信した暗証番号とを比較することで両暗証番号の一致
を確認する。
　Ｓ５、ホストコンピュータ２０は、受信した操作時刻に基づいて定めた有効期限、受信
した店舗コードと口座番号を関連づけて来店情報として来店情報データベース２１に記憶
しておき、登録が完了した旨の登録完了電文を通信回線２２を介して来店情報登録機１０
に送信する。
【００２０】
　なお、操作時刻に基づいて定まる有効期限は、その操作時刻から例えば３時間までとす
る。
　Ｓ６、登録機制御部１６は、登録完了電文を受信すると、登録機記憶部１７に記憶した
操作時刻を読み出してその操作時刻に基づいて有効期限（操作時刻から３時間までとする
。）を定めて登録機記憶部１７に記憶し、確認票発行部１５によって登録確認票を発行す
る。
【００２１】
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　ここで、図４は登録確認票を示す説明図であり、現金自動預払機１の故障ではなく、込
み合っている場合を例に説明する。
　来店情報登録機１０から発行された登録確認票は、混み合っているときには図４に示す
ように、顧客の口座番号の他、「ただいま混み合っておりますので他行でのお取引の場合
は、当行にて手数料をお支払いします。」という文言、有効期限等が印字されるようにな
っている。
【００２２】
　なお、現金自動預払機１が故障していない場合や混み合っていない場合には、口座番号
および来店受付番号等を印刷して発行する。
　本実施例では、上述のように発行された登録確認票を受け取った顧客は、他行の店舗へ
移動して、そこで現金自動預払機１による出金取引を再び行うものとする。
　ここで、図５に示す予約情報登録後に他行で出金取引を行う際の動作を示すフローチャ
ートを用いて、ＳＡで示すステップに従って説明する。
【００２３】
　ＳＡ１、他行の現金自動預払機１の自動機制御部２は、自動機表示入力部４に出金取引
等の取引選択ボタンを表示した取引選択画面を表示して待機する。
　ＳＡ２、顧客が取引選択画面で出金取引の取引選択ボタンを押下すると、自動機制御部
２はその押下を認識して、自動機表示入力部４に取引カードの挿入を促す文言やイラスト
等を配した画面を表示する。顧客はこれに従って取引カードを自動機カード取扱部５のカ
ード挿入返却口に挿入する。
【００２４】
　ＳＡ３、自動機カード取扱部５が挿入された取引カードからカード情報を読み取ると自
動機制御部２は、読み取ったカード情報を自動機記憶部３に記憶して、そのカード情報か
ら他の金融機関の口座を用いる出金取引であることを認識して図示しない時計機能によっ
て現在時刻を取引時刻として記憶し、自動機表示入力部４に暗証番号の入力を促す画面を
表示する。
【００２５】
　顧客は表示された画面に従って暗証番号の入力を行う。
　ＳＡ４、自動機制御部２は、顧客により入力された暗証番号を自動機記憶部３に記憶し
ておき、自動機表示入力部４に出金金額の入力を促す文言と金額入力欄、金額入力のため
のテンキー等を配した金額入力画面を表示する。
　ＳＡ５、自動機制御部２は、顧客により入力された出金金額を自動機記憶部３に記憶し
、自動機記憶部３からカード情報、取引時刻、暗証番号、出金金額を読み出してそれらを
付した出金取引依頼を通信回線２２を介してホストコンピュータ２０に送信する。
【００２６】
　ＳＡ６、ホストコンピュータ２０は、受信した出金取引依頼のカード情報に含まれる取
引カードの発行元である金融機関を特定する金融機関コードを記憶しておき、受信したカ
ード情報と取引時刻、暗証番号、出金金額を付した出金処理依頼を記憶した金融機関コー
ドに該当する他の金融機関のホストコンピュータ（他のホストコンピュータ２０ａとする
。）に送信する。
【００２７】
　また、ホストコンピュータ２０は、他のホストコンピュータ２０ａに出金取引にかかる
手数料を請求する電文を出金処理依頼と共に送信しているものとする。
　ＳＡ７、他のホストコンピュータ２０ａは、受信した出金処理依頼のカード情報をもと
に格納している口座情報を検索し、当該口座情報に含まれている登録暗証番号と受信した
暗証番号を比較することで両暗証番号の一致を確認し、口座情報の口座残高が受信した出
金金額よりも多いことを確認して、出金取引のための処理を実行する。
【００２８】
　具体的に他のホストコンピュータ２０ａは、顧客の口座から出金金額とその取引に掛か
る手数料を差し引き、その顧客が来店情報を登録しているか否かを確認するため、検索し
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た口座情報をもとに来店情報データベース２１から来店情報を検索する。
　そして、他のホストコンピュータ２０ａは、該当する来店情報を読み出してその来店情
報の操作時刻を認識し、その操作時刻が受信した取引時刻に対して３時間以内であること
を確認、つまり有効期限内での出金取引であることを確認することで、その手数料は自身
の金融機関で負担するものとして認識して、口座残高から差し引いた手数料分の現金を顧
客の口座に入金して手数料を返還する。
【００２９】
　ＳＡ８、他のホストコンピュータ２０ａは、出金取引の処理結果等に基づいて顧客の口
座情報を更新し、出金処理済電文をホストコンピュータ２０に送信する。
　ＳＡ９、ホストコンピュータ２０は、受信した出金処理済電文を現金自動預払機１に送
信する。
　ＳＡ１０、自動機制御部２は、出金処理済電文を受信すると、現金入出金部６によって
出金金額分の現金を出金し、取引明細票を排出すると共に顧客の取引カードを返却して出
金取引処理を終了する。
【００３０】
　この取引明細票には、手数料が発生したが顧客が口座を開設した金融機関が負担した旨
の印刷が付加されている。
　また、後日記帳取引が行われた場合には他行での出金取引であったが、手数料の返還、
すなわちこの口座から手数料を引落していない旨を通帳に印刷する。
　例えば、図６に示すように「他行手数料返還」と印字して顧客にとっての特典が得られ
ていることを表現して残すようにする。
【００３１】
　以上説明したように、本実施例においては、店舗に来店したにもかかわらず、現金自動
預払機の故障等で取引を行えなかった顧客は来店情報を登録することで他の金融機関で取
引を行ってもその時に掛かる手数料が返還されるので、現金自動預払機の設置台数が少な
いために日常的に混み合って取引を開始するまでに時間が掛かって顧客からクレームの多
い店舗に対しては特に顧客サービスの向上に繋がり、さらに現金自動預払機の設置台数が
少ない店舗にとってはその設置台数を増やすことなく顧客からのクレーム数を減らすこと
ができる。
【００３２】
　さらに他の金融機関側はシステムを変更する必要が無く、自社のみがシステムを導入す
ればよいので、容易に他の金融機関との差別化を図ることができる。
　なお、上記実施例１においては、店舗に設けた来店情報登録機で登録確認票を顧客に発
行するものとして説明したが、来店情報登録機によって行う処理を自動取引装置としての
現金自動預払機で行うようにしてもよく、その場合は現金自動預払機に登録確認票発行の
ための制御プログラムを実行するための機能を搭載するようにする。
【００３３】
　このようにすることによって、現金自動預払機が故障して取引が中止となったときに、
顧客がわざわざ来店情報登録機へ移動する手間を省くことができる。
　また、有効期限を操作時刻から３時間として定めたが、都市部のような金融機関が所定
の範囲にいくつか存在している地域に対して、別の店舗に移動するのに時間が掛かるよう
な地域もあることを考慮して、地域ごとに定めるようにしても良いことは言うまでもない
。
【００３４】
　加えて、上記実施例１においては出金処理依頼と共に手数料を請求する処理を要求する
電文を受信したホストコンピュータ２０は来店情報データベース２１から来店情報の有無
を確認して、その確認結果から手数料を顧客の口座残高から差し引くか否かを決定してい
たが、一旦顧客の口座残高から手数料を差し引くようにし、後日ホストコンピュータ２０
が来店情報データベース２１から来店情報の有無を確認して来店情報が有るときに手数料
分を顧客の口座残高に入金して返還するようにしてもよい。
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【００３５】
　具体的には、ホストコンピュータ２０は他行で取引を行ったことで手数料が発生した顧
客の口座情報等を蓄積して記憶しておき、所定の時間（例えば、２４時間）ごとに記憶し
た手数料が発生した顧客の口座情報をもとに来店情報データベース２１を検索してその顧
客による来店情報の有無を確認し、その口座情報に該当する来店情報があるときには顧客
の口座に手数料を返還する。
【００３６】
　このようにすることで、上記実施例１の効果に加えて、ホストコンピュータは他行のホ
ストコンピュータから取引の依頼を受信するごとに来店情報データベースから来店情報を
確認する手間が省けて取引に掛かる時間が短縮し、顧客にとっては取引時間が短縮すると
いう効果を得ることができる。
　また、上記実施例１においては、来店情報を記憶して有効期限内の取引であれば、手数
料を入金して返還していたが、手数料を入金する回数の閾値を定めるようにしてもよい。
【００３７】
　その場合、ホストコンピュータは顧客一人当たりの手数料の返還回数の閾値を格納する
と共に、手数料を返還した回数を計数して顧客の口座情報に関連づけて記憶しておき、他
の金融機関のホストコンピュータから出金処理依頼と共に手数料の請求の電文を受信し、
来店情報を確認して有効期限内での取引であることを確認したときに、手数料を返還した
回数を読み出し、その回数が閾値未満であるときは、返還した回数に１を加えて記憶し、
手数料分を顧客の口座に入金するようにする。
【００３８】
　このようにすることで、上記実施例１の効果に加えて、顧客が来店情報を登録してから
他行で取引を行う行為を頻繁に行い、その結果返還した手数料の件数が増えたために金融
機関側の負担が増大してしまう事態を防止できるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】自動取引システムの構成を示すブロック図
【図２】来店情報登録機の外観を示す斜視図
【図３】登録確認票を発行するまでの動作を示すフローチャート
【図４】登録確認票を示す説明図
【図５】予約情報登録後に他行で出金取引を行った際の動作を示すフローチャート
【図６】手数料を返還した旨を記帳した通帳を示す説明図
【符号の説明】
【００４０】
　１　　現金自動預払機
　２　　自動機制御部
　３　　自動機記憶部
　４　　自動機表示入力部
　５　　自動機カード取扱部
　６　　現金入出金部
　１０　来店情報登録機
　１２　表示操作部
　１３　カード取扱部
　１３ａ　カード挿入排出口
　１４　通帳記帳部
　１４ａ　通帳挿入排出口
　１５　確認票発行部
　１５ａ　確認票排出口
　１６　登録機制御部
　１７　登録機記憶部
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　２０　ホストコンピュータ
　２１　来店情報データベース
　２２　通信回線
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【図１】
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【図２】

【図３】
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【図５】
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【図６】
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